





































































たものと思われる 3 。さらに、1927年にラーマ 7 世が北部チエンラーイを
行幸するのに合わせてラムパーン～チエンラーイ間道路が自動車道路とし
て整備され ［柿崎 2000: 176］、1928年には国境のサーイ川に仮設橋が架け










への架橋を求め、アメリカの海外援助使節団（United States Operations 
Mission: USOM）の支援による調査が1956年から行われた結果、ビエンチャ




























道路併用橋という形状も継承されて1991年11月に着工された ［SRL 1997: 
29］。建設は順調に進み、1994年 4 月にプーミポン国王の出席のもとで開
通式を行い、タイ～ラオス友好橋（Saphan Mittraphap Thai–Lao）と命
















国 橋梁 場所 完成年 資金源 備考
第1メコン川橋梁 ノーンカーイ 1994 オーストラリア（贈与）
フアン川橋梁 ターリー 2004 タイ
第2メコン川橋梁 ムックダーハーン 2006 日本（借款）
第3メコン川橋梁 ナコーンパノム 2011 タイ
第4メコン川橋梁 チエンコーン 2013 タイ、中国（贈与）
ムーイ川橋梁 メーソート 1997 タイ 道路局施工
第2サーイ川橋梁 メーサーイ 2006 タイ 道路局施工
第2ムーイ川橋梁 メーソート 建設中 タイ 道路局施工、2015年着工





















に浮上したものであった ［TLK 2006: 16］。これは大メコン圏の交通部門
計画にムックダーハーン～サワンナケート間を含む道路（R 2 号線）が含
まれたことによるものであり、タイからラオスを経てベトナムに至るルー
トが「東西回廊（East–West Corridor）」と呼ばれるようになった ［RTL 
（1998）: 73］ 8 。その後、1997年にアジア開発銀行が東西回廊開発のため




橋を建設することで合意し、2003年末に建設契約に調印した ［TLK 2006: 
16-17］。
























































建設費の半分を拠出することで正式に合意した ［Ibid. : 86-87］。その後、
2007年 6 月にタイ、ラオス、中国、アジア開発銀行の間で覚書に調印を行
い、詳細設計を行ったうえで、最終的に2009年10月にタイ、中国双方の負
担額が確定した ［Ibid. : 88-91］。このように、タイと中国による費用負担
としたことで調整に手間取った結果、ほぼ同じ時期に計画が動き出した第
3 メコン川橋梁よりも時間を要したのである。


























バーンへの最短ルートの 1 つでもあった。2002年 3 月の隣国連絡交通路戦
略策定小委員会（Anu Kammakan Chapho Kit Phuea Kamnot Yutthasat 
Kan Chueam-yong Senthang Khamanakhom Khonsong kap Prathet 
Phueanban）で取り上げられたのが計画の起源であり、最終的にタイ側が

















































2003年 5 月に建設が開始された ［RTL （2003）: 50］。
　橋の長さは90mしかないことから、橋の建設自体は2004年 3 月には終了
していた23。しかしながら、接続道路の整備と税関などの施設の建設が遅れ、






































ン湾も橋で超える必要があった ［RTL （2006）: 44］。この計画はIMT-GT
の当初計画にも含まれており、優先的に取り組み計画として1995～1996
年に整備することになっていた ［ADB 1995: 155］。その後、予定より遅れ
て1999年 8 月の閣議で計画が認められたものの、マングローブ林への影















































なる言葉も使われ始めた ［長谷川 1992: 176］32。そのような状況の中で、
タイ北部、ミャンマー東部、ラオス北部、中国・雲南省南部の国境地帯に
局地経済圏である「四角経済圏（Si Liam Setthakit）」を構築しようとい




をアピールするものでもあった ［Ibid. : 221-224］33。
　この四角経済圏の動きに合わせて、アジア開発銀行がこの 4 ヶ国にカン
ボジアとベトナムを加えてインドシナ半島における局地経済圏構想を浮上
















関係するものはR 1 号線からR 3 号線までの 3 つの路線が該当していた。
図 2 のように、R 1 号線はバンコクからプノンペン、ホーチミンを経てヴ
ンタオに至るもので、インドシナ半島南部の主要都市を東西に結ぶルート
であった。R 2 号線はバンコクからラオス経由でベトナム中部に至るもので、
タイ国内では 2 つの候補、ラオス～ベトナム間では 3 つの候補が存在して




























 出所：表 2 に同じ、より筆者作成。
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済回廊（North–South Economic Corridor）」、「東西経済回廊（East–West 
Economic Corridor）」、「南部経済回廊（Southern Economic Corridor）」
を構築する道路ルートであった ［白石編 2004: 222］34。






















































ハイフォン～ハノイ 110 4車線 4車線 BOT方式により高速道路化（2015年）
ハノイ～ノイバイ 35 高速 高速
ノイバイ～ラオカイ（国境） 244 舗装 高速
アジア開発銀行借款により高速道路化（イェンバイ～ラ
オカイ間2車線）（2014年)、旧道より20㎞短縮
河口（国境）～蒙自 141 舗装 高速 高速道路化（新河高速、蒙新高速）（2008～2009年)
蒙自～鎖龍寺 79 舗装 高速 高速道路化（鎖蒙高速）（2013年）
鎖龍寺～石林 107 舗装 高速 高速道路化（石鎖高速）（2013年）
石林～昆明 78 高速 高速 高速道路化（昆石高速）（2003年）
昆明～玉渓 86 高速 高速 高速道路化（昆玉高速）（1999年）
玉渓～元江 112 高速 高速 高速道路化（玉元高速）（2000年）、旧道より31㎞短縮
元江～磨黒 147 舗装 高速
アジア開発銀行借款（一部）により高速道路化（元磨高
速）（2003年）、旧道より69㎞短縮
磨黒～思茅（普洱） 64 舗装 高速 高速道路化（磨思高速）（2012年）、旧道より7㎞短縮
思茅（普洱）～小勐養 98 舗装 高速 高速道路化（思小高速）（2006年）、旧道より25km短縮
中国 小勐養～磨憨（国境） 185 舗装 高速 高速道路化（小磨高速・2車線）（2008年）、旧道より32km短縮




タイ チエンコーン（国境）～チエンラーイ 115 舗装 4車線/舗装 一部4車線化（国道1020号線）
小勐養～勐混 100 舗装 舗装 高規格道路
勐混～打洛（国境） 58 舗装 舗装
モンラー（国境）～チャイントン 93 未舗装 舗装 ミャンマー政府と地方政府により舗装化（2004年）
チャイントン～ターチーレック（国境） 163 未舗装 舗装 ホンパン社によるBOT方式で舗装化（2004年）
ミャンマー/タイ国境 第2サーイ川橋梁 舗装 タイ道路局により建設（2006年)
タイ メーサーイ（国境）～チエンラーイ 60 4車線 4車線 国道1号線
チエンラーイ～バンコク 785 4車線/舗装 4車線 4車線化完成（2005年）（国道1、32号線）
ガーオ～インブリー 476 舗装 4車線/舗装 1号線の代替ルート。一部4車線化（国道11、101、103号線）
モーラミャイン～コーカレイッ 58 舗装 舗装
コーカレイッ～テナセリム山麓 28 未舗装 舗装 タイ贈与により新道建設（2015年）、旧道より12㎞短縮
テナセリム山麓～ミャワディー（国境） 17 未舗装 舗装 タイ贈与により舗装化（2006年）
ミャンマー/タイ国境 （設建りよに局路道イタ装舗装舗梁橋川イーム 1997年）
タイ メーソート（国境）～ムックダーハーン（国境） 795 舗装 4車線/舗装
一部4車線化（国道105、12、209、213、2042号線）
タイ/ラオス国境 第2メコン川橋梁 舗装 日本借款により建設（2006年末完成）
サワンナケート（国境）～セーノー 30 未舗装 舗装
セーノー～ムアンピーン 129 未舗装 舗装 日本贈与により舗装化（2004年）
ムアンピーン～デーンサワン（国境） 78 未舗装 舗装 アジア開発銀行借款により舗装化（2004年）
ラオバオ（国境）～ドンハ 83 舗装 舗装
ドンハ～ダナン 178 舗装 舗装 世界銀行借款により修復（1999年）
ハイヴァン峠バイパス 11 舗装 日本借款により新道建設（ハイヴァントンネル）（2005年）
ミャンマー ダウェー～ティーキー（国境） 138 未舗装 イタリアン・タイ社により未舗装道路建設（2011年）
プナムローン（国境）～
カーンチャナブリー 68 未舗装/舗装 舗装/4車線
国境付近の道路舗装化（2006年）（国道3512、3229、
323号線）
カーンチャナブリー～バンコク 128 4車線 4車線 国道323、4号線
バンコク～カビンブリー 180 4車線 4車線 国道304号線
パノムサーラカーム～サケーオ 437 車線 新道建設（2004年）、4車線化（2013年）（国道359号線）
カビンブリー～クローンルック（国境） 103 舗装 4車線 4車線化（2008年）（国道33号）
ポイペット（国境）～シーソーポン 48 未舗装 舗装 アジア開発銀行借款により舗装化（2008年）
シーソーポン～コンポンチュナン 261 未舗装 舗装 アジア開発銀行借款により舗装化（2004年）
コンポン～プノンペン 91 舗装 舗装 修復（2003年）、アジア開発銀行借款による再修復
プノンペン～ネアックルン 70 舗装 舗装 日本贈与にて修復（2010年）
（設建りよに与贈本日装舗）ンルクッアネ（梁橋川ンコメ 2015年）
ネアックルン～バヴェット（国境） 107 未舗装 舗装 アジア開発銀行借款により舗装化（2004年）、世界銀行借款により修復（2013年）
モックバイ（国境）～ホーチミン 80 舗装/4車線 舗装/4車線 アジア開発銀行借款により修復（2005年）
ホーチミン～ヴンタオ 120 舗装 高速/4車線 4車線化（2003年）、一部高速道路化（2015年）
バンコク～トラート 310 高速/4車線 高速/4車線 国道7、36、3号線





スラエアンブル～ヴェアルリン 40 舗装 舗装 アメリカ贈与により舗装化（1996年）
ヴェアルリン～カムポート 65 未舗装 舗装 世界銀行、韓国借款により舗装化（2006、2008年）
カムポート～コンポントラック 40 未舗装 舗装 世界銀行借款により舗装化（2005年）
コンポントラック～ローク（国境） 17 未舗装 舗装 アジア開発銀行借款により舗装化（2010年）
ベトナム ハティエン（国境）～ナムカン 224 舗装 舗装
シーソーポン～シエムリアップ 103 未舗装 舗装 アジア開発銀行借款により舗装化（2008年）
シエムリアップ～ストゥントラエン 250 未舗装 舗装/未舗装
ストゥントラエン～バンルン 123 未舗装 舗装 中国借款により舗装化（2012年）
バンルン～オーヤダヴ（国境） 70 未舗装 舗装 ベトナム借款により舗装化（2008年）
レタン（国境）～プレイク 75 未舗装 舗装
プレイク～クイニョン 176 舗装 舗装
セーノー～パークセー 200 舗装 舗装 世界銀行借款により舗装化（2002年）
パークセー～ウーンカム（国境） 160 舗装 舗装 アジア開発銀行借款により舗装化（2001年)
ドンクラロー（国境）～クラチェ 198 未舗装 舗装 中国借款にて舗装化（2007年)
クラチェ～チュップ 205 未舗装 舗装 アジア開発銀行借款により舗装化（2003年)
チュップ～コンポンチャム 12 未舗装 舗装 日本贈与にて舗装化（2003年)
コンポンチャム～プノンペン 120 舗装 舗装 日本贈与にて舗装化（1999年)






































































































































































中 央 副 回 廊 の 途 中 で 分 岐 し て 北 側 を 進 む 北 方 副 回 廊（Northern 
Subcorridor）、そしてメコン川沿いに 3 つの回廊を結ぶ副回廊間連絡
（Intercorridor Link）の計 4 つの副回廊が構成された。その後、2008年に
3 経済回廊の戦略行動計画（Strategic Action Plan）の導入により副回廊
間連絡が北に延伸され、図 4 のようにセーノーで東西経済回廊に接続する
形に改められたほか、2011年には西側のバンコク～ダウェー間が追加され



























































ヴォイ開発社（Myanmar–Kanchanaburi–Tavoy Development Co. Ltd.）





Development Co. Ltd.）が計画の事業化調査を請負った ［Waritsara 2013: 
171］。そして、2010年11月にイタリアン・タイ社がダウェー開発計画の免
許を獲得し、その中に国境からダウェーまでの道路整備が含まれていた 


























3 　 実際にタイは鉄道のアランヤプラテートまでの開通に合わせて国境までの 5 ㎞の区
間の道路整備を行っており、1927年 4 月には鉄道局総裁のカムペーンペット親王の
一行がアランヤプラテートから自動車でシエムリアップのアンコールワットを訪問


















8 　 その後、東西回廊のルートは西に延伸され、2002年の大メコン圏の 3 経済回廊では
ミャンマー～ベトナム間となる。









12　 BP （OE） 2007/12/07 “Thailand Approves Third Bridge to Laos.”
13　 PCT （OE） 2009/01/19 “Wang Silaruek ‘Saphan Kham Khong haeng thi 3 ’ 
‘Nakhon Phanom–Khammuan’ Chueam Thai–Lao.”
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ついてはメコン川ではなく支流のフアン川に架かる橋となる。








に国境が閉鎖されたために変動も大きかった ［柿崎 2009: 297-298］。
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